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一

将
軍
家
長
男
の
七
夜
祝
儀
に
お
け
る
刀
剣
献
上

深
　
井
　
雅
　
海

　

は　

じ　

め　

に

一　

六
代
家
宣
長
男
家
千
代
の
七
夜
祝
儀
に
お
け
る
刀
剣
献
上

　
（
一
）　

法
令
に
み
る
献
上
規
定

　
（
二
）　

献
上
の
実
際

二　

九
代
家
重
長
男
竹
千
代
の
七
夜
祝
儀
に
お
け
る
刀
剣
献
上

　
（
一
）　

法
令
に
み
る
献
上
規
定

　
（
二
）　

献
上
の
実
際

三　

法
令
に
み
る
刀
剣
献
上
の
そ
の
後
の
変
遷

　

お　

わ　

り　

に

は
　
じ
　
め
　
に

大
名
家
か
ら
将
軍
家
へ
の
刀
剣
献
上
は
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
る
と
、
そ
の
大

半
が
、
三
代
家
光
か
ら
七
代
家
継
時
代
の
家
督
相
続
時
と
隠
居
時
に
集
中
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
大
名
家
の
代
替
わ
り
に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
自
主
的
な
献
上
で
あ
っ

（
1
）

─
綱
吉
期
・
吉
宗
期
の
比
較
と
そ
の
後
の
変
遷
を
中
心
に

─
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
献
上
の
時
期
は
大
名
家
に
よ
り
異
な
っ
て
い
た
。

で
は
、
大
名
家
が
幕
府
か
ら
命
じ
ら
れ
て
、
一
斉
に
刀
剣
献
上
を
行
う
の
は
、
ど
の

よ
う
な
場
合
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
将
軍
家
の
代
替
わ
り
の
と
き

で
あ
る
。
実
際
、
延
宝
八
年（
一
六
八
〇
）七
月
二
一
・
二
二
日
の
五
代
綱
吉
へ
の
「
代

替
拝
賀
」、
宝
永
六
年（
一
七
〇
九
）四
月
二
・
三
日
の
六
代
家
宣
へ
の
「
継
統
拝
賀
」、

正
徳
二
年（
一
七
一
二
）一
二
月
一
八
日
の
七
代
家
継
へ
の
「
承
統
賀
」、
享
保
元
年

（
一
七
一
六
）六
月
二
六
・
二
七
日
の
八
代
吉
宗
へ
の
「
継
統
拝
賀
」
の
際
、
大
名
か
ら
、

真
の
太
刀
の
献
上
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
献
上
者
は
、
徳
川
一
門
や

溜
詰
・
外
様
国
持
な
ど
特
定
の
大
名
家
に
限
ら
れ
て
お
り
、
人
数
は
二
四
〜
二
八
名
で

あ
る
。
し
か
も
、
献
上
し
た
太
刀
は
、
お
お
む
ね
、
代
付
け
金
一
〇
枚（
以
下
金
は
略
す
）

以
下
の
価
値
の
低
い
も
の
で
あ
り
、
献
上
は
形
式
化
し
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
価
値
の
高
い
刀
剣
を
、
多
く
の
大
名
家
が
一
斉
に
行
う
刀
剣
献

上
は
、
か
な
り
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
本
稿

で
は
、
男
子
出
生
の
際
の
刀
剣
献
上
を
と
り
あ
げ
る
。『
御
触
書
寛
保
集
成
』
に
よ
る

と
、
そ
の
初
見
は
慶
安
元
年（
一
六
四
八
）正
月
、
三
代
家
光
の
四
男
鶴
松
七
夜
祝
儀
の

（
2
）
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二

と
き
の
刀
剣
献
上
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
出
さ
れ
た
法
令
で
は
、
一
二
万
石
以

上
、
三
〇
万
石
以
上
、
五
〇
万
石
以
上
の
三
つ
の
階
層
に
分
か
れ
た
大
名
が
、
そ
れ
ぞ

れ
、
代
付
け
一
〇
〇
貫（
五
枚
）内
外
、
一
五
〇
貫（
七
枚
五
両
）内
外
、
二
〇
〇
貫（
一
〇
枚
）

内
外
の
、「
腰
物
」（
刀
）・
脇
差
の
う
ち
一
つ
を
献
上
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
刀
剣
を
献
上
す
る
大
名
は
一
二
万
石
以
上
に
限
ら
れ
、
そ
の
刀
剣
は
、
代
付

け
一
〇
枚
以
下
の
価
値
の
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
は
、
長
男
誕
生
の
と
き
の
献
上
に
改
め
ら
れ
、
六
代
家
宣
の
長
男
家
千
代
、

九
代
家
重
の
長
男
竹
千
代（
の
ち
の
一
〇
代
家
治
）の
七
夜
祝
儀
の
際
、
幕
府
は
、
献
上
の

範
囲
を
拡
大
し
、
比
較
的
価
値
の
高
い
刀
剣
の
献
上
を
求
め
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
両

者
の
刀
剣
献
上
の
実
態
を
究
明
し
、
両
者
の
比
較
と
、
そ
の
後
の
変
遷
の
状
況
に
つ
い

て
、
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
　
六
代
家
宣
長
男
家
千
代
の
七
夜
祝
儀
に
お
け
る
刀
剣
献
上

（
一
）　

法
令
に
み
る
献
上
規
定

ま
ず
、
男
子
誕
生
を
想
定
し
て
、
宝
永
四
年（
一
七
〇
七
）四
月
と
五
月
に
発
令
さ
れ

た
法
令
を
み
よ
う
。

〔
史
料
1
〕　
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
二
二
一
号

　
　
　
　
（
一
）

　

御
若
子
様
え
献
上
御
道
具
之
覚

　
　

拾
五
枚
よ
り　
　
　
　
　
　
　
　

拾
万
石
よ
り

　
　

弐
拾
五
枚
迄　
　
　
　
　
　
　
　

弐
拾
九
万
石
迄

　
　

御
大
小
成
共
一
腰
成
共
、

　

弐
拾
五
枚
よ
り　
　
　
　
　
　
　　
三
拾
万
石
以
上

　

五
拾
枚
迄

　

御
大
小
成
共
一
腰
成
共
、

　
　
　
　
（
二
）

（「
御
腰
物
御
拵
之
覚
」
略
）

　
　
　
　
（
三
）

（「
御
脇
差
御
拵
之
覚
」
略
）

一
此
外
献
上
之
御
祝
儀
物
之
儀
ハ
追
て
可
相
達
候
、

御
大
小
ニ
て

　
〔
六
拾
枚
よ
り

七
拾
枚
迄
　
　
御
拵
之
文
言
同　
　

松
平　

加
賀
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

松
平
左
京
大
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

松
平　

摂
津
守

　
〔
五
枚
よ
り

拾
枚
迄
　
　
　
同　
　
　
　
　
　

松
平　

出
雲
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

松
平　

大
学
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

松
平　

能
登
守

　
〔
七
枚
よ
り

拾
枚
迄
　
　
　
同　
　
　
　
　
　

松
平　

紀
伊
守

　
〔
五
枚
よ
り

七
枚
迄
　
　
　
同　
　
　
　
　
　

土
岐　

伊
予
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平　

出
羽
守

　
　
　
　
（
四
）

　

御
若
子
様
え
被
献
御
道
具
之
覚

御
大
小
ニ
て

　

八
拾
枚
よ
り
百
枚
迄　
　
　
　
　　
尾
張
中
納
言
殿

右
之
外
、
被
献
御
祝
儀
物
之
儀
ハ
追
て
可
相
達
候
、

（
3
）

（
4
）

⎩―――――――⎧⎩―⎧
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三

　

五
拾
枚
よ
り
六
拾
枚
迄　
　
　
　　
水
戸
中
納
言
殿

　
　

中
将
殿
よ
り
ハ
御
道
具
被
献
ニ
不
及
候
、

　

御
道
具
之
儀
尾
張
殿
と
同
事　
　　
紀
伊　

宰
相
殿

〔
史
料
2
〕　
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
二
二
二
号

　
　
　
　
（
一
）

　
御
若
子
様
え

　

御
産
衣　
　
　

五
重　
　
　
　
　　
尾
張
中
納
言
殿

　

同　

断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
紀
伊　

宰
相
殿

　

御
産
衣　
　
　

三
重　
　
　
　
　　
水
戸
中
納
言
殿

右
之
通
、
御
道
具
ニ
相
添
可
被
献
候
、
其
外
御
樽
肴
等
被
献
候
儀
ハ
追
て
可
相
達

候
、

　
御
若
子
様
え

　
　
　

御
道
具
一
腰　

二
拾
枚
よ
り

三
拾
五
枚
迄　
　　
水
戸　

中
将
殿

　
　
　

御
産
衣
二
重

右
之
通
、
可
被
献
候
、
其
外
御
樽
肴
等
被
献
候
儀
ハ
追
て
可
達
候
、
先
日
ハ
御
道

具
被
献
候
ニ
不
及
旨
相
達
候
得
共
、
御
道
具
一
腰
被
献
可
然
候
、

　
　
　
　
（
二
）

　
　
　
　
　

覚

万
石
以
上
之
面
　々
　

御
若
子
様
御
産
衣
は
不
差
上
、
御
産
衣
代
献
上
之
筈
ニ

候
、
右
之
員
数
其
外
御
肴
御
樽
代
等
献
上
之
儀
ハ
追
て
可
相
達
候
、

　
御
若
子
様
え

　

御
産
衣　
　
　

五
重　
　
　
　
　　
松
平　

加
賀
守

　

同　
　
　
　
　

二
重　
　
　
　
　　
松
平　

肥
後
守

　

同　

断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
酒
井　

雅
楽
頭

　

同　

断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
井
伊　

掃
部
頭

　

同　

断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
松
平　

讃
岐
守

　

同　

断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
松
平　

紀
伊
守

　

同　

断　
　
　

一
重　
　
　
　
　　
土
岐　

伊
予
守

右
之
通
、
御
道
具
相
添
可
被
献
候
、
其
外
御
樽
肴
等
献
上
之
儀
ハ
追
て
可
相
達
候
、

右
の
法
令
に
よ
る
と
、
生
ま
れ
て
く
る
男
子
に
対
し
、
御
三
家
な
ど
特
別
な
大
名
は

刀
剣
に
産
衣
を
添
え
、
他
の
大
名
は
刀
剣
に
産
衣
代
を
添
え
て
、
献
上
す
る
よ
う
に
命

じ
て
い
る
。
産
衣
は
、
家
柄
・
役
職
な
ど
に
よ
り
五
重
か
ら
一
重
ま
で
差
が
設
け
ら
れ

て
い
る
が
、
刀
剣
に
つ
い
て
も
、
家
柄
や
領
知
高
に
応
じ
て
差
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
尾
張
・
紀
伊
両
家
は
、
八
〇
〜
一
〇
〇
枚
ま
で
の
「
大
小
」
＝
刀
と
脇

差
、
水
戸
家
は
、
五
〇
〜
六
〇
枚
ま
で
の
刀
と
脇
差
、
そ
の
世
子
は
、
二
〇
〜
三
五
枚

ま
で
の
刀
・
脇
差
の
う
ち
一
腰
、
加
賀
金
沢
の
前
田
家
は
、
六
〇
〜
七
〇
枚
ま
で
の
刀

と
脇
差
で
あ
る
。
つ
い
で
、
以
下
の
者
は
、
史
料
上
は
前
田
家
と
同
じ
「
大
小
」、
刀

と
脇
差
を
献
上
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
代
付
け
の
低
さ
か
ら
、
水
戸
家
世
子
の

ご
と
く
一
腰
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
御
三
家
の
分
家
で
あ
る
、
伊
予
西
条
・
美
濃
高

須
・
陸
奥
梁
川
・
陸
奥
森
山
・
常
陸
石
岡（
府
中
）の
各
松
平
家
は
、
五
〜
一
〇
枚
ま
で

の
刀
・
脇
差
の
う
ち
一
腰
、
将
軍
世
子
家
宣
の
弟
で
あ
る
上
野
館
林
の
松
平
出
羽
守
清

武
は
五
〜
七
枚
ま
で
の
刀
・
脇
差
の
う
ち
一
腰
で
あ
る
。
ま
た
、
京
都
所
司
代
の
松
平

紀
伊
守
信
庸
は
七
〜
一
〇
枚
ま
で
、
大
坂
城
代
の
土
岐
伊
予
守
頼
隆
は
五
〜
七
枚
ま

で
、
の
刀
・
脇
差
の
う
ち
一
腰
で
あ
る（
実
際
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
刀
・
脇
差
の
う
ち
一
腰

を
奉
じ
て
い
る
）。

そ
し
て
、そ
の
他
の
大
名
は
、一
〇
万
石
以
上
が
刀
剣
の
献
上
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
領
知
高
に
よ
り
二
つ
に
分
か
れ
、
一
〇
〜
二
九
万
石
ま
で
は
一
五
〜
二
五
枚
ま

で
、
三
〇
万
石
以
上
は
二
五
〜
五
〇
枚
ま
で
、
の
刀
・
脇
差
の
両
方
か
、
そ
の
う
ち
の
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四

一
腰
で
あ
る
。

か
か
る
法
令
の
内
容
に
対
し
、
大
名
た
ち
は
、
男
子
誕
生
の
の
ち
ど
の
よ
う
に
対
処

し
た
の
か
、
み
て
み
よ
う
。

（
二
）　

献
上
の
実
際

法
令
が
出
さ
れ
た
二
ヵ
月
後
の
七
月
一
一
日
、
江
戸
城
西
丸
御
殿
に
お
い
て
男
子
が

誕
生
し
、
家
千
代
と
幼
名
が
付
け
ら
れ
た
。
生
母
は
、
家
宣
の
側
室
右
近（
お
古
牟
）で

あ
る
。
そ
し
て
、
将
軍
綱
吉
か
ら
家
千
代
に
、
則
房
の
刀
、
来
国
光
の
脇
差
が
贈
ら
れ

家柄・
領知高

代付け

尾
張
・
紀
伊
家

水
戸
家

水
戸
家
世
子

御
三
家
分
家

加
賀
前
田
家

70
万
石
台

60
万
石
台

50
万
石
台

40
万
石
台

30
万
石
台

20
万
石
台

10
万
石
台

そ
の
他
計

100枚 2 2
70枚 1 1
55枚 1 1
50枚 1 1 2 1 5 1 11
35枚 1 1
25枚 6 4 10
23枚 1 1
22枚5両 3 3
22枚 1 1
20枚 8 1 9
18枚 2 2
17枚 2 2
15枚 5 5
10枚 5 1 6
7枚5両 2 2
7枚 1 1
5枚 1 1
計 2 1 1 5 1 1 1 2 1 5 6 26 7 59

表1　宝永4年7月18日の刀剣献上（1）

註：宝永4年「年録」（国立国会図書館所蔵）、宝永5年「御林武
鑑」（『大武鑑』3巻所収、大洽社、1935年）、『新訂寛政重
修諸家譜』により作成。

た
。
つ
い
で
、同
月
一
八
日
に
、西
丸
御
殿
に
て
、家
千
代
の
七
夜
祝
儀
が
行
わ
れ
た
。

将
軍
か
ら
は
、
貞
宗
の
刀
、
新
藤
五
国
光
の
脇
差
、
産
衣
三
〇
重
な
ど
、
父
の
家
宣
か

ら
は
、
左
文
字
の
刀
、
来
国
光
の
脇
差
、
産
衣
一
五
重
な
ど
が
贈
与
さ
れ
た
。
ま
た
、

大
名
か
ら
は
、
刀
剣
が
、
産
衣
や
産
衣
代
銀
を
添
え
て
、
家
千
代
に
献
上
さ
れ
た
。
た

だ
し
、
家
千
代
は
二
ヵ
月
後
の
九
月
二
八
日
に
没
し
て
い
る
。

表
1
は
、
宝
永
四
年
「
年
録
」（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）な
ど
に
よ
り
、
大
名
の
家
柄
・

領
知
高
と
、
献
上
し
た
刀
剣
の
代
付
け
と
の
関
係
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
同
表
に
よ
る

と
、
尾
張
・
紀
伊
両
家
、
水
戸
家
世
子
、
御
三
家
分
家
の
五
家
、
加
賀
金
沢
前
田
家
、

二
〇
万
石
以
上
の
一
六
家
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
指
示
さ
れ
た
代
付
け
の
上
限
の
刀
剣
を
献

上
し
て
い
る
。
ま
た
、
家
宣
の
弟
松
平
清
武
も
、
上
限
の
七
枚
の
刀
剣
を
献
じ
た（「
そ

の
他
」
の
内
の
七
枚
に
該
当
）。
こ
れ
に
対
し
、
水
戸
家
は
、
指
示
さ
れ
た
枠
内
の
中
間

の
代
付
け
五
五
枚
の
刀
剣
を
、
一
〇
万
石
台
の
大
名
二
六
家
は
、
指
示
さ
れ
た
一
五
〜

二
五
枚
の
枠
内
の
い
ず
れ
か
の
代
付
け
の
刀
剣
を
奉
じ
た
。

注
意
す
べ
き
は
、
法
令
で
指
示
さ
れ
た
大
名
家
以
外
の
人
物
が
、
刀
剣
を
献
じ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
表
1
の
「
そ
の
他
」
一
名（
松
平
清
武
）を
除
く
六
名
が
、
そ
れ
に
該

当
す
る
。
代
付
け
の
高
い
順
に
み
て
み
よ
う
。
五
〇
枚
の
献
上
者
は
、
播
磨
明
石
城

主
の
松
平
直
常
、
領
知
高
は
六
万
石
で
あ
り
、
本
来
は
対
象
外
で
あ
る
。
備
前
政
光
の

刀（
二
〇
枚
）と
来
国
俊
の
脇
差（
三
〇
枚
）を
奉
じ
た
。
二
〇
枚
の
刀
剣
を
献
じ
た
の
は
、

綱
吉
の
側
用
人
柳
沢
吉
保
の
世
子
、
吉
里
で
あ
る
。
備
前
直
則
の
刀（
一
三
枚
）と
青
江

直
次
の
脇
差（
七
枚
）を
奉
じ
た
。
一
〇
枚
の
光
忠
の
刀
を
献
上
し
た
の
は
、
元
老
中
の

大
久
保
忠
朝
で
あ
る
。
七
枚
五
両（
一
五
〇
貫
）の
刀
剣
を
献
じ
た
の
は
二
名
、
一
名
は

綱
吉
の
元
側
用
人
牧
野
成
貞
で
左
国
弘
の
脇
差
を
、
も
う
一
名
は
西
丸
奏
者
番
の
松
平

正
久
で
備
前
助
真
の
刀（
五
枚
）と
信
貞
の
脇
差（
二
枚
五
両
）を
奉
じ
た
。
五
枚
の
備
前

義
清
の
刀
を
献
上
し
た
の
は
、
老
中
大
久
保
忠
増
の
世
子
忠
方
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、

（
5
）



将
軍
家
長
男
の
七
夜
祝
儀
に
お
け
る
刀
剣
献
上

五

徳
川
一
門
や
、
側
用
人
・
老
中
の
世
子
、
元
側
用
人
・
老
中
、
誕
生
御
用
掛
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
役
職
就
任
者
の
刀
剣
献
上
を
み
よ
う
。
法
令
で
献
上
を
求
め
ら
れ
た
の

は
、
既
述
し
た
ご
と
く
、
京
都
所
司
代
の
松
平
信
庸
と
大
坂
城
代
の
土
岐
頼
隆
の
両
名

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
上
限
の
一
〇
枚
と
七
枚
の
刀
を
奉
じ
て
い
る（
表
2
参
照
）。
し

か
し
実
際
に
は
、
老
中
・
側
用
人
・
若
年
寄
な
ど
の
幕
閣
も
、
刀
剣
を
献
じ
た
。
幕
閣

の
献
上
に
つ
い
て
は
、
同
じ
宝
永
四
年
「
年
録
」
の
中
に
二
つ
の
記
載
が
み
ら
れ
、
若

役職

代付け

老
中

側
用
人

所
司
代

大
坂
城
代

若
年
寄

計

35枚 1 1
20枚 1 1
17枚5両 1 1
16枚 1 1
15枚 5 1 6
10枚 1 1
7枚 5 5
計 7 4 5 16

表3　宝永4年7月18日の刀剣献上（2）B

註：表1に同じ。

表2　宝永4年7月18日の刀剣献上（2）A
役職

代付け

老
中

側
用
人

所
司
代

大
坂
城
代

若
年
寄

計

35枚 1 1
26枚 1 1
25枚 1 1
22枚5両 1 1
17枚 1 1
16枚 1 1
15枚 3 1 4
10枚 1 3 4
7枚 1 2 3
計 6 4 1 1 5 17

註：表1に同じ。

の
一
五
枚
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
土
屋
政
直
は
備
前
助
国
の
刀（
一
〇
枚
）と
長
谷
部
国

重
の
脇
差（
五
枚
）、
秋
元
喬
知
は
吉
用
の
刀（
五
枚
）と
万
歳
新
藤
五
国
光
の
脇
差（
一
〇

枚
）、
井
上
正
岑
は
青
江
次
吉
の
刀（
五
枚
）と
新
藤
五
国
光
の
脇
差（
一
〇
枚
）、
小
笠
原

長
重
は
宝
寿
の
刀（
五
枚
）と
延
寿
国
綱
の
脇
差（
一
〇
枚
）、
本
多
正
永
は
左
吉
貞
の
刀

（
五
枚
）と
来
国
光
の
脇
差（
一
〇
枚
）を
献
上
し
た
。
稲
葉
・
大
久
保
両
名
が
、
若
干
高

め
の
二
〇
枚
・
一
七
枚
五
両
の
刀
剣
を
献
じ
た
の
は
、
領
知
高
が
一
〇
万
石
を
越
え
て

い
た（
一
〇
万
三
〇
〇
〇
石
と
一
一
万
三
一
二
九
石
余
）か
ら
で
あ
ろ
う
。
両
名
は
、
老
中
を

務
め
て
い
な
く
て
も
、一
五
枚
以
上
の
刀
剣
を
奉
ず
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

一
〇
万
石
未
満
の
老
中
よ
り
高
め
の
刀
剣
を
献
上
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

側
用
人
で
刀
剣
を
献
じ
た
の
は
、
柳
沢
を
除
け
ば
、
綱
吉
付
き
の
松
平
輝
貞
・
松
平

忠
周
と
家
宣
付
き
の
間
部
詮
房
の
三
名
で
あ
る
。
輝
貞
は
守
家
の
刀（
一
〇
枚
）と
新
藤

五
国
光
の
脇
差（
六
枚
）、
忠
周
は
備
前
政
光
の
刀（
五
枚
）と
延
寿
の
脇
差（
一
〇
枚
）、
詮

房
は
重
真
の
脇
差（
一
〇
枚
）を
奉
じ
た
。
輝
貞
は
一
六
枚
、
忠
周
は
一
五
枚
、
詮
房
は

一
〇
枚
、
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
前
者
二
名
と
後
者
一
名
の
差
が
大
き
い
が
、
こ
れ
は
、

前
者
は
将
軍
付
き
で
官
位
は
侍
従
、
後
者
は
世
子
付
き
で
官
位
は
四
品（
従
四
位
下
）と

い
う
格
の
相
違
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
輝
貞
と
忠
周
の
一
枚
の
差
は
、
在
職
年
数

（
一
三
年
間
と
二
年
間
）の
相
違
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

若
年
寄
は
、
同
額
の
七
枚
の
刀
剣
を
献
上
し
た
。
す
な
わ
ち
、
久
世
重
之
は
信
国
、

加
藤
明
英
は
延
寿
、
稲
垣
重
富
は
来
国
光
、
永
井
直
敬
は
備
中
吉
次
、
大
久
保
教
重
は

備
前
守
家
、
の
脇
差
で
あ
る
。
西
丸
側
用
人
の
間
部
詮
房
と
の
差
は
、
三
枚
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
若
年
寄
が
格
下
の
諸
大
夫（
従
五
位
下
）で
あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
七
七
名
に
及
ぶ
人
物
が
、
家
千
代
の
七
夜
祝
儀
の
と
き
、
一
三
二
腰
の
刀

剣
を
献
上
し
た（
他
に
本
阿
弥
家
一
腰
）。
そ
の
内
、
代
付
け
三
〇
枚
以
上
の
高
額
の
刀
剣

を
奉
じ
た
人
物
を
表
4
に
示
し
た
。
す
で
に
指
摘
し
た
、
松
平
直
常
・
柳
沢
吉
保
を
除

干
の
異
同
が
あ
る
。
そ
れ
を
、
表

2
・
3
に
示
し
た
。
い
ず
れ
が
正

し
い
か
不
明
で
あ
る
が
、
格
に
よ

る
序
列
な
ど
か
ら
す
る
と
、
表
3

が
順
当
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
表
3
を
基
に
叙
述
す
る
。

代
付
け
が
最
も
高
い
刀
剣
を
献

上
し
た
の
は
、
老
中
上
座
の
側
用

人
柳
沢
吉
保
で
あ
る
。
備
前
長

光
の
刀（
二
〇
枚
）と
備
前
光
義（
ま

た
は
長
義
）の
脇
差（
一
五
枚
）を
献

じ
た
。
つ
い
で
、
老
中
の
稲
葉

正
往
・
大
久
保
忠
増
両
名
、
稲

葉
は
備
前
信
真
の
刀（
一
五
枚
）と

則
重
の
脇
差（
五
枚
）、
大
久
保
は

信
国
の
刀（
一
五
枚
）と
基
光
の
脇

差（
五
〇
貫
＝
二
枚
五
両
）を
奉
じ

た
。
他
の
五
名
の
老
中
は
、
同
額



将
軍
家
長
男
の
七
夜
祝
儀
に
お
け
る
刀
剣
献
上

六

く
一
五
名
は
、
三
〇
万
石
以
上
の
大
大
名
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
者
が
、
刀
と
脇
差
の

両
方
を
献
上
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
腰
で
三
〇
枚
以
上
の
刀
剣
は
一
六
腰
と
な

る
。
な
か
で
も
最
高
額
は
、
尾
張
吉
通
・
紀
伊
吉
宗
・
細
川
綱
利
が
献
じ
た
五
〇
枚
の

刀
剣
五
腰
で
あ
る
。

な
お
、
家
千
代
の
父
家
宣
か
ら
、
刀
剣
を
手
づ
か
ら
下
賜
さ
れ
た
者
が
五
名
い
る
。

綱
吉
の
側
用
人
柳
沢
吉
保
に
は
則
重
の
刀（
二
〇
枚
）と
山
内
国
弘
の
脇
差（
同
上
）、
家

宣
の
側
用
人
間
部
詮
房
に
は
行
光
の
刀（
同
上
）、
老
中
大
久
保
忠
増
に
は
青
江
の
刀（
同

上
）、
そ
の
世
子
忠
方
に
は
元
重
の
刀（
一
〇
枚
）、
西
丸
奏
者
番
松
平
正
久
に
は
助
包
の

刀（
同
上
）が
与
え
ら
れ
た
。
大
久
保
親
子
に
刀
剣
が
下
賜
さ
れ
た
の
は
蟇
目
の
役
と
蟇

目
矢
取
を
、
松
平
正
久
へ
の
下
賜
は
箆
刀
の
役
を
、
そ
れ
ぞ
れ
務
め
た
た
め
で
あ
る
。

さ
ら
に
吉
保
は
、
家
千
代
の
名
を
家
宣
に
伝
え
る
使
者
を
務
め
た
り
し
た
こ
と
に
よ

り
、
延
寿
・
正
恒
の
刀
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
九
代
家
重
長
男
竹
千
代
の
七
夜
祝
儀
に
お
け
る
刀
剣
献
上
に
つ
い
て
考
察

し
、
家
千
代
の
場
合
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

（
6
）

（
7
）

番
号 氏名 領知高 城地

献上刀剣
形状 刀剣銘 代付け 計

① 尾張吉通 61万9000石 尾張名古屋
刀 三条吉家 50枚

100枚
脇差 来国次 〃　

② 紀伊吉宗 55万5000石 紀伊和歌山
刀 新藤五国光 50枚

100枚
脇差 来国俊 〃　

③ 水戸綱条 35万石 常陸水戸
刀 一文字 20枚

55枚
脇差 来国光 35枚

④ 水戸吉孚 水戸家世子 刀 備前光忠 700貫 35枚

⑤ 前田綱紀 102万2700石 加賀金沢
刀 備前友成 700貫

70枚
脇差 来倫国 〃　

⑥ 島津吉貴 77万800石 薩摩鹿児島
刀 備前長光 30枚

50枚
脇差 左文字 20枚

⑦ 伊達吉村 62万石 陸奥仙台
刀 備前吉房 500貫

50枚
脇差 来国俊 〃　

⑧ 細川綱利 54万5000石 肥後熊本 刀 来国光 50枚 50枚

⑨ 黒田綱政 52万石余 筑前福岡
刀 備前高包 30枚

50枚
脇差 粟田口国吉 20枚

⑩ 浅野綱長 42万6000石余 安芸広島
刀 来国俊 35枚

50枚
脇差 安吉 15枚

⑪ 毛利吉広 36万9000石余 長門萩
刀 来国光 30枚

50枚
脇差 信国 20枚

⑫ 井伊直通 35万石 近江彦根
刀 備前長光 30枚

50枚
脇差 来国俊 20枚

⑬ 池田吉泰 32万5000石 因幡鳥取
刀 包永 700貫

50枚
脇差 安吉 15枚

⑭ 藤堂高睦 32万3000石 伊勢安濃津
刀 備前国宗 500貫

50枚
脇差 粟田口国吉 〃　

⑮ 池田綱政 31万5200石 備前岡山
刀 備前国宗 25枚

50枚
脇差 備前信国 500貫

⑯ 松平直常 6万石 播磨明石
刀 備前政光 20枚

50枚
脇差 来国俊 30枚

⑰ 柳沢吉保 15万1280石 甲斐府中
刀 備前長光 20枚

35枚
脇差 備前長義 15枚

表4　代付け30枚以上の刀剣の献上者（宝永4年）

註：表１に同じ。



将
軍
家
長
男
の
七
夜
祝
儀
に
お
け
る
刀
剣
献
上

七

二
　
九
代
家
重
長
男
竹
千
代
の
七
夜
祝
儀
に
お
け
る
刀
剣
献
上

（
一
）　

法
令
に
み
る
献
上
規
定

男
子
誕
生
を
想
定
し
て
、
元
文
二
年（
一
七
三
七
）二
月
に
出
さ
れ
た
法
令
か
ら
み
よ

う（
な
お
、
男
子
以
外
へ
の
献
上
物
な
ど
は
省
略
し
た
。
以
下
も
同
じ
）。

〔
史
料
3
〕　
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
三
二
五
号

　
　
　
　
（
一
）

　

於
西
丸
御
七
夜
御
祝
儀
献
上
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
拾
万
石
以
上

御
出
生
様
え

　

御
産
衣　
　
　

一　

重

　
　
　
　
　
御
大
小
ニ
て

　

御
道
具　
　
　

三
拾
枚

　

二
種
一
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
拾
万
石
以
上

　

御
産
衣　
　
　

一　

重

　
　
　
　
　
御
大
小
ニ
て

　

御
道
具　
　
　

二
拾
枚

　

二
種
一
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拾
万
石
以
上

　

御
産
衣　
　
　

一　

重

　

御

御
大
小
ニ
て

道
具　
　
　

十　

枚

　

二
種
一
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
万
石
以
上

　

御
産
衣　
　
　

一　

重

　
　
　
　
　
御
大
小
之
内
一
腰

　

御
道
具　
　
　

五　

枚

　

一
種
一
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
万
石
以
上

　

御
産
衣　
　
　

一　

重

　
　
　
　
　
御
大
小
之
内
一
腰

　

御
道
具　
　
　

三　

枚

　

一
種

　
　

但
、
五
万
石
以
上
ハ
一
種
一
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
万
石
以
上

　

御
産
衣　
　
　

一　

重

　

一
種

一
御
脇
差
ハ
御
小
脇
差
た
る
へ
く
候
、
御
大
小
共
御
拵
常
々
献
上
御
道
具
之
通
、

尤
三
所
物
御
紋
ニ
不
及
候
、

一
御
産
衣
弐
拾
万
石
以
上
は
御
上
召
唐
織
御
下
召
羽
二
重
、
其
以
下
は
御
上
召
綸

子
御
下
召
羽
二
重
た
る
へ
く
候
、

一
両
番
頭
以
上
は
御
肴
一
種
可
差
上
候
、

但
、
万
石
以
上
之
大
番
頭
ハ
高
並
之
通
可
差
上
候
、

　
（
中
略
）

　
　
　
　
（
二
）



将
軍
家
長
男
の
七
夜
祝
儀
に
お
け
る
刀
剣
献
上

八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
伊
中
納
言
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
張
中
納
言
殿

　

御
出
生
様
え

　
　
　
　
　
御
大
小
ニ
て

　

御
道
具　
　
　

三
拾
枚

　
　

御
拵
ハ
常
々
献
上
御
道
具
之
通
、
三
所
物
は
御
紋
た
る
へ
く
候
、

　
　
　

但
、
御
脇
差
ハ
御
小
脇
差
た
る
へ
く
候
、

　

御
産
衣　
　
　

一　

重

　
　

御
上
召
唐
織

　
　

御
下
召
羽
二
重

　

三
種
二
荷

　
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
戸　

少
将
殿

　
（
御
出
生
様
え
）

　

右
同
文
言

　
　
　
　
　
御
大
小
ニ
て

　

御
道
具　
　
　

二
十
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
伊　

中
将
殿

　

御
出
生
様
え

　
　
　
　　
一　

腰

　

御
道
具　
　
　

十　

枚

　
　

御
拵
ハ
常
々
献
上
御
道
具
之
通
、
三
所
物
は
御
紋
た
る
へ
く
候
、

　

御
産
衣　
　
　

一　

重

　
　

御
上
召
唐
織

　
　

御
下
召
羽
二
重

　

二
種
一
荷

　
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

老　
　
　

中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
京
太
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

能　

登　

守

　

御
出
生
様
え

　

御
産
衣　
　
　

一　

重

　
　
　
　
　
御
大
小
ニ
て

　

御
道
具　
　
　

十　

枚

　

二
種
一
荷

　
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
岐　

丹
後
守

　

御
出
生
様
え

　

御
産
衣　
　
　

一　

重

　
　
　
　
　
御
大
小
ニ
て

　

御
道
具　
　
　

十　

枚

　

二
種
一
荷

　
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
田　

備
中
守

　

御
出
生
様
え

　

御
産
衣　
　
　

一　

重

　
　
　
　
　
御
大
小
之
内
一
腰

　

御
道
具　
　
　

三　

枚



将
軍
家
長
男
の
七
夜
祝
儀
に
お
け
る
刀
剣
献
上

九

　

一
種
一
荷

　
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若

年

寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
野　

壱
岐
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
出　

信
濃
守

　

右
同
断

此
度　

御
誕
生
之
節
献
上
之
御
産
衣
、　　

若
君
様
え
之
支
度
ニ
致
し
置
、
若

姫
君
様
ニ
て
も
、
右
支
度
之
御
産
衣
其
侭
ニ
て
可
有
献
上
候
、
二
通
り
之
支
度

ニ
は
不
及
候
、

右
之
通
、
御
三
家
方
始
万
石
以
上
之
面
々
え
可
被
達
候
、

　
　

二
月

宝
永
四
年
令
で
は
、
献
上
す
る
刀
剣
に
つ
い
て
、「
拾
五
枚
よ
り
弐
拾
五
枚
迄
、
大

小
成
共
一
腰
成
共
」
の
よ
う
に
、
刀
剣
の
価
値
や
種
類
を
大
名
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
る

方
針
が
み
ら
れ
た
が
、
元
文
二
年
令
で
は
、「
大
小
ニ
て
三
拾
枚
」
と
か
「
大
小
之
内

一
腰
三
枚
」
の
よ
う
に
、
指
示
が
具
体
的
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
献
上
の
対
象
者
を

一
〇
万
石
以
上
か
ら
三
万
石
以
上
に
拡
大
す
る
一
方
、
刀
剣
の
代
付
け
の
上
限
は
、

五
〇
枚
か
ら
三
〇
枚
に
引
き
下
げ
て
い
る
。
ま
た
、
御
三
家
に
つ
い
て
は
、
宝
永
四
年

令
で
は
五
〇
〜
一
〇
〇
枚
と
い
う
か
な
り
高
額
の
刀
剣
を
求
め
て
い
た
が
、
元
文
二
年

令
で
は
一
般
大
名
の
上
限
の
三
〇
枚
に
抑
え
て
い
る
。

具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。
尾
張
・
紀
伊
両
家
は
三
〇
枚
の
「
大
小
」
＝
刀
と
脇
差
、

水
戸
家
は
二
〇
枚
の
刀
と
脇
差
、
紀
伊
家
世
子
は
一
〇
枚
の
刀
・
脇
差
の
う
ち
一
腰
、

六
〇
万
石
以
上
は
三
〇
枚
の
刀
と
脇
差
、
二
〇
万
石
以
上
は
二
〇
枚
の
刀
と
脇
差
、

一
〇
万
石
以
上
は
一
〇
枚
の
刀
と
脇
差
、
六
万
石
以
上
は
五
枚
の
刀
・
脇
差
の
う
ち
一

腰
、
三
万
石
以
上
は
三
枚
の
刀
・
脇
差
の
う
ち
一
腰
、
で
あ
る
。
ま
た
、
老
中
の
松
平

乗
邑
・
松
平
信
祝
・
本
多
忠
良
、
老
中
格
の
松
平
輝
貞
、
西
丸
老
中
の
松
平
乗
賢
、
京

都
所
司
代
の
土
岐
頼
稔
、
の
六
名
は
一
〇
枚
の
刀
と
脇
差
、
大
坂
城
代
の
太
田
資
晴
、

若
年
寄
の
本
多
忠
統
・
西
尾
忠
尚
・
板
倉
勝
清
、
西
丸
若
年
寄
の
水
野
忠
定
・
小
出
英

貞
、
の
六
名
は
三
枚
の
刀
・
脇
差
の
う
ち
一
腰
で
あ
る
。

刀
と
脇
差
の
両
方
を
献
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
一
〇
万
石
以
上
の
大
名
と
、
老

中
・
京
都
所
司
代
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
産
衣
は
一
重
に
統
一
さ
れ
、
他
に
酒
樽
・
肴
な
ど
を
添
え
て
献
上
す
る
よ
う

定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
二
）　

献
上
の
実
際

法
令
が
発
令
さ
れ
た
三
ヵ
月
後
の
五
月
二
二
日
、
西
丸
御
殿
に
て
男
子
が
誕
生
し

た
。
生
母
は
、
家
重
の
側
室
於
幸
で
あ
る
。
つ
い
で
、
同
月
二
八
日
、
竹
千
代
と
幼
名

が
付
け
ら
れ（
の
ち
の
一
〇
代
家
治
）、
西
丸
御
殿
に
て
七
夜
祝
儀
が
行
わ
れ
た
。
同
日
、

将
軍
吉
宗
か
ら
竹
千
代
に
、
正
宗
の
刀（
三
〇
〇
枚
）、
堺
志
津
の
脇
差（
一
〇
〇
〇
貫
＝

五
〇
枚
）、
産
衣
な
ど
、
父
の
家
重
か
ら
は
、
備
前
長
光
の
刀（
一
〇
〇
枚
）、
来
国
光
の

脇
差（
三
〇
〇
〇
貫
＝
一
五
〇
枚
）、
信
国
の
守
脇
差
、
産
衣
な
ど
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た
、

叔
父
の
徳
川
宗
武
・
宗
尹
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
粟
田
口
国
綱（
ま
た
は
直
綱
）の
刀（
一
五

枚
）、
備
前
兼
光
の
刀（
同
上
）が
贈
与
さ
れ
た
。
そ
し
て
大
名
か
ら
は
、
刀
剣
が
産
衣
な

ど
を
添
え
て
、
竹
千
代
に
献
上
さ
れ
た
。

表
5
は
、「
元
文
二
巳
年
五
月
二
八
日
竹
千
代
様
御
七
夜
献
上
御
腰
物
留
」（
国
立
公

文
書
館
所
蔵
「
雑
載
」
四
）な
ど
に
よ
り
、
大
名
の
家
柄
・
領
知
高
と
、
献
上
し
た
刀
剣

の
代
付
け
と
の
関
係
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
同
表
に
よ
る
と
、
ご
く
一
部
を
除
き
、
法

令
で
指
示
さ
れ
た
と
お
り
の
代
付
け
の
刀
剣
を
献
上
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ

（
8
）



将
軍
家
長
男
の
七
夜
祝
儀
に
お
け
る
刀
剣
献
上

一
〇

ち
、
尾
張
・
紀
伊
両
家
は
三
〇
枚
の
刀
と
脇
差
、
紀
伊
家
世
子
は
一
〇
枚
の
一
腰（
刀
）、

六
〇
万
石
以
上
の
三
家
は
三
〇
枚
の
刀
と
脇
差
、
二
〇
万
石
以
上
の
一
五
家
は
二
〇
枚

の
刀
と
脇
差
、
一
〇
万
石
以
上
の
二
七
家
は
一
〇
枚
の
刀
と
脇
差
、
六
万
石
以
上
の

二
三
家
は
五
枚
の
刀
・
脇
差
の
う
ち
一
腰
、
三
万
石
以
上
の
五
二
家
は
三
枚
の
刀
・
脇

差
の
う
ち
一
腰
、
で
あ
る
。
法
令
と
異
な
っ
た
代
付
け
の
刀
剣
を
献
じ
た
の
は
、
三
家

で
あ
る
。
水
戸
家
へ
の
指
示
は
、
刀
と
脇
差
で
二
〇
枚
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
、
刀

二
〇
枚
・
脇
差
一
〇
枚
の
合
わ
せ
て
三
〇
枚
の
刀
剣
を
奉
じ
た
。
ま
た
、
六
万
石
以
上

の
う
ち
二
家
は
、
規
定
の
五
枚
よ
り
低
い
三
枚
の
刀
剣
を
献
上
し
て
い
る
。
讃
岐
丸
亀

の
京
極
家
と
下
総
関
宿
の
久
世
家
で
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

家柄・
領知高

代付け

尾
張
・
紀
伊
家

水
戸
家

紀
伊
家
世
子

御
三
家
分
家

60
万
石
以
上

20
万
石
以
上

10
万
石
以
上

6
万
石
以
上

3
万
石
以
上

1
・
5
万
石

そ
の
他

計

30枚 2 1 3 6
20枚 15 15
10枚 1 27※ 28
5枚 4 23 1 28
3枚 2 52 1 55
計 2 1 1 4 3 15 27 25 52 1 1 132

註：「元文2巳年5月28日竹千代様御七夜献上御腰物留」（国立公文
書館所蔵「雑載」4）、享保20年「武鑑」（『大武鑑』4巻所収、
大洽社、1935年）、『新訂寛政重修諸家譜』により作成。なお、
※印のうち1家は刀・脇差とも5両と記載されているが、5枚の
誤りと考えられる。

表5　元文2年5月28日の刀剣献上（1）

伊
予
西
条
・
美
濃
高
須
・
陸
奥
森
山
・
常
陸
府
中
の
御
三
家
分
家
の
各
松
平
家
に
つ

い
て
は
、
宝
永
四
年
令
で
は
五
〜
一
〇
枚
ま
で
の
刀
剣
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
元

文
二
年
令
で
は
指
示
は
み
ら
れ
な
い
。
領
知
高
は
、
西
条
・
高
須
松
平
両
家
は
三
万

石
、
森
山
・
府
中
松
平
両
家
は
二
万
石
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
領
知
高
か
ら
み
た
規

定
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
三
枚
の
刀
・
脇
差
の
う
ち
一
腰
、
後
者
は
対
象
外
と
な
る
。

し
か
し
、
今
回
、
四
家
は
そ
ろ
っ
て
、
五
枚
の
刀
・
脇
差
の
う
ち
一
腰
を
献
じ
て
い

る
。
他
に
、
法
令
に
は
指
示
が
見
え
な
い
献
上
者
が
二
名
い
る
。
一
名
は
、
領
知
高

一
万
五
〇
〇
〇
石
で
あ
り
な
が
ら
三
枚
の
脇
差
を
奉
じ
た
、
池
田
定
賢
で
あ
る（
た
だ

し
、
同
人
は
元
文
元
年
九
月
に
没
し
て
い
る
）。
も
う
一
名
は
、
表
5
「
そ
の
他
」
の
陸
奥

仙
台
城
主
伊
達
吉
村
の
世
子
宗
村
で
あ
る
。
五
枚
の
脇
差
を
献
上
し
て
い
る
。

つ
い
で
、
表
6
に
よ
り
、
役
職
就
任
者
の
刀
剣
献
上
を
み
よ
う
。
老
中
と
京
都
所
司

代
の
六
名
は
一
〇
枚
の
刀
と
脇
差
、
大
坂
城
代
と
若
年
寄
の
六
名
は
三
枚
の
刀
・
脇
差

の
う
ち
一
腰
を
奉
じ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
、
指
示
ど
お
り
の
献
上
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
宝
永
四
年
時
よ
り
二
倍
近
い
一
四
四
名
に
及
ぶ
人
々
が
、
竹
千
代
の
七

夜
祝
儀
の
と
き
、
一
九
七
腰
の
刀
剣
を
献
じ
た（
他
に
本
阿
弥
家
一
腰
）。
表
7
は
、
代
付

け
三
〇
枚
以
上
の
刀
剣
の
献
上
者
で
あ
る
。
尾
張
・
紀
伊
・
水
戸
の
御
三
家
と
六
〇
万

石
以
上
の
大
大
名
三
家
に
限
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
刀
と
脇
差
を
奉
じ
て
お
り
、
最
高
額

は
二
〇
枚
の
刀
六
腰
と
な
る
。
こ
れ
は
、
将
軍
吉
宗
が
享
保
七
年（
一
七
二
二
）七
月
に

発
令
し
た
「
御
三
家
方
御
礼
被
仰
上
候
節
之
覚
」
の
内
の
一
条
「
向
後
御
刀
被
差
上
候

節
は
、
代
金
弐
拾
枚
迄
之
内
ニ
て
可
被
献
候
事
」
に
合
致
す
る
。
宝
永
四
年
時
の
最
高

額
は
五
〇
枚
の
高
価
値
の
刀
剣
で
あ
っ
た
が
、
享
保
七
年
七
月
以
降
、
将
軍
家
に
献
上

さ
れ
る
刀
剣
は
、
二
〇
枚
ま
で
の
比
較
的
価
値
の
低
い
も
の
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
竹
千
代
の
七
夜
祝
儀
の
際
も
、
刀
剣
を
下
賜
さ
れ
た
者
が
四
名
い
る
。
世
子

家
重
・
竹
千
代
へ
の
使
者
を
務
め
た
老
中
本
多
忠
良
に
は
、
将
軍
吉
宗
か
ら
延
寿
国
資

（
9
）

（
10
）

役職

代付け

老
中

所
司
代

大
坂
城
代

若
年
寄

計

10枚 5 1 6
３枚 1 5 6
計 5 1 1 5 12

表6　元文2年5月28日の刀剣献上（2）

註：表5に同じ。



将
軍
家
長
男
の
七
夜
祝
儀
に
お
け
る
刀
剣
献
上

一
一

の
刀（
二
五
枚
）が
与
え
ら
れ
た
。
蟇
目
の
役
を
務
め
た
老
中
松
平
乗
邑
に
は
左
国
弘
の

刀（
同
上
）、
そ
の
世
子
で
蟇
目
矢
取
を
務
め
た
松
平
乗
佑
に
は
青
江
正
恒
の
刀（
一
〇

枚
）、
上
野
厩
橋
城
主
で
箆
刀
の
役
を
務
め
た
酒
井
忠
恭
に
は
中
島
来
の
刀（
二
〇
枚
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
家
重
か
ら
下
賜
さ
れ
た
。

三
　
法
令
に
み
る
刀
剣
献
上
の
そ
の
後
の
変
遷

こ
こ
で
は
、
一
〇
代
家
治
以
降
の
長
男
七
夜
祝
儀
に
お
け
る
刀
剣
献
上
に
つ
い
て
み

（
11
）

番
号 氏名 領知高 城地

献上刀剣
形状 刀剣銘 代付け 計

① 尾張宗春 61万9000石 尾張名古
屋　　　

刀 備前貞綱 20枚
30枚

脇差 来国長 10枚

② 紀伊宗直 55万5000石 紀伊和歌
山　　　

刀 守家 20枚
30枚

脇差 義景 10枚

③ 水戸宗翰 35万石 常陸水戸
刀 延寿国重 20枚

30枚
脇差 来国俊 10枚

④ 前田吉徳 102万2700石 加賀金沢
刀 延寿 20枚

30枚
脇差 宝寿 10枚

⑤ 島津継豊 77万800石 薩摩鹿児
島　　　

刀 三原正光 20枚
30枚

脇差 来国俊 10枚

⑥ 伊達吉村 62万5000石余 陸奥仙台
刀 尻掛則長 20枚

30枚
脇差 義光 10枚

註：表5に同じ。

表7　代付け30枚以上の刀剣の献上者（元文2年）

て
い
こ
う
。

家
治
の
長
男
は
、
宝
暦
一
二
年（
一
七
六
二
）一
〇
月
二
四
日
に
生
ま
れ
た
竹
千
代（
の

ち
の
家
基
）で
あ
る
が
、
彼
は
家
治
に
と
っ
て
三
番
目
の
子
で
あ
っ
た
。
最
初
の
子
は
宝

暦
六
年
七
月
二
一
日
に
誕
生
し
た
千
代
姫
、
二
番
目
の
子
は
同
一
一
年
八
月
一
日
生
ま

れ
の
万
寿
姫
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
が
誕
生
す
る
際
に
も
、
男
子
出
生
を
想
定
し
て
、
刀

剣
を
含
む
七
夜
祝
儀
献
上
物
に
つ
い
て
の
法
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
生
ま
れ

た
の
ち
の
刀
剣
献
上
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

千
代
姫
誕
生
の
と
き
の
法
令
は
、宝
暦
六
年
五
月
に
発
令
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

六
〇
万
石
以
上
は
三
〇
枚
の
刀
と
脇
差
、
二
〇
万
石
以
上
は
二
〇
枚
の
刀
と
脇
差
、

一
〇
万
石
以
上
は
一
〇
枚
の
刀
と
脇
差
、
六
万
石
以
上
は
三
枚
の
刀
・
脇
差
の
う
ち
一

腰
、
を
献
上
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
元
文
二
年
令
と
比
べ
て
み
る
と
、
対
象
者
を

三
万
石
以
上
か
ら
六
万
石
以
上
に
引
き
上
げ
た
点
が
異
な
る
。
ま
た
、
万
寿
姫
誕
生
の

際
の
法
令
は
、
宝
暦
一
一
年
四
月
に
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
翌
宝
暦
一
二
年
七
月
に
発

令
さ
れ
た
竹
千
代（
家
基
）誕
生
の
と
き
の
法
令
と
同
内
容
で
あ
る
の
で
、
そ
の
法
令
を

掲
示
し
た
い
。

〔
史
料
4
〕　
『
御
触
書
天
明
集
成
』
一
八
九
号

　

御
誕
生
御
七
夜
御
祝
儀
献
上
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
拾
万
石
以
上

　
「
御
出
生
様
え
」

　

御
産
衣　
　
　

二　

重

　
　
　
　
　
御
大
小
ニ
て

　

御
道
具　
　
　

五
拾
枚

　

二
種
二
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
拾
万
石
以
上

（
12
）

（
13
）

（
14
）



将
軍
家
長
男
の
七
夜
祝
儀
に
お
け
る
刀
剣
献
上

一
二

　

御
産
衣　
　
　

二　

重

　
　
　
　
　
御
大
小
ニ
て

　

御
道
具　
　
　

三
拾
枚

　

二
種
二
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拾
万
石
以
上

　

御
産
衣　
　
　

一　

重

　
　
　
　
　
御
大
小
ニ
て

　

御
道
具　
　
　

拾
五
枚

　

二
種
二
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
万
石
以
上

　

御
産
衣　
　
　

一　

重

　
　
　
　
　
御
大
小
之
内
一
腰

　

御
道
具　
　
　

七　

枚

　

二
種
一
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
万
石
以
上

　

御
産
衣　
　
　
「
一　

重
」

　
　
　
　
　
御
大
小
之
内
一
腰

　

御
道
具　
　
　

五　

枚

　

一
種
一
荷

　
　

但
、
五
万
石
以
上
は
二
種
一
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
万
石
以
上

　

御
産
衣　
　
　

一　

重

　

一
種
一
荷

一
御
脇
差
は
御
小
脇
差
た
る
へ
く
候
、
御
大
小
共
御
拵
は
常
之
献
上
御
道
具
之

通
、
尤
三
所
物
御
紋
ニ
不
及
候
、

　
（
以
下
略
）

家
基
誕
生
の
際
は
、
元
文
二
年
令
と
比
較
す
る
と
、
刀
剣
の
代
付
け
が
い
ず
れ
も
増

額
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
六
〇
万
石
以
上
は
二
〇
枚
増
の
五
〇
枚
、
二
〇
万
石
以

上
は
一
〇
枚
増
の
三
〇
枚
、
一
〇
万
石
以
上
は
五
枚
増
の
一
五
枚
、
六
万
石
以
上
は
二

枚
増
の
七
枚
、
三
万
石
以
上
も
二
枚
増
の
五
枚
、
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
は
、

享
保
七
年
発
令
の
献
上
刀
剣
は
一
腰
二
〇
枚
ま
で
、
と
い
う
法
令
は
適
用
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
る
。
実
際
、
宝
暦
一
二
年
の
「
江
戸
幕
府
日
記
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）の
一
一

月
一
日
条
に
よ
る
と
、
尾
張
・
紀
伊
両
家
及
び
加
賀
の
前
田
家
は
、
い
ず
れ
も
三
〇
枚

の
刀
と
二
〇
枚
の
脇
差
を
献
じ
て
い
る
。
享
保
七
年
令
が
、
守
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
は

不
明
で
あ
る
。

つ
い
で
、
一
一
代
家
斉
の
長
男
七
夜
祝
儀
に
お
け
る
献
上
物
に
つ
い
て
み
よ
う
。

家
斉
の
長
男
は
、
寛
政
四
年（
一
七
九
二
）七
月
一
三
日
に
生
ま
れ
た
竹
千
代
で
あ
る
が
、

彼
も
家
斉
の
三
番
目
の
子
で
あ
っ
た
。
最
初
の
子
は
寛
政
元
年
三
月
二
五
日
に
誕
生
し

た
淑
姫
、
二
番
目
の
子
も
同
二
年
一
〇
月
一
日
生
ま
れ
の
女
子
で
あ
る
。『
御
触
書
天

保
集
成
』
に
よ
る
と
、
両
名
の
場
合
は
、
誕
生
前
に
七
夜
祝
儀
献
上
物
に
つ
い
て
の
法

令
は
発
令
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
天
明
七
年（
一
七
八
七
）の
松
平
定
信
政
権
成
立

以
降
寛
政
六
年（
一
七
九
四
）ま
で
の
八
年
間
、
幕
府
が
倹
約
令
を
出
し
て
い
た
た
め
、
大

名
・
幕
臣
に
も
献
上
物
を
求
め
な
か
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、「
文
恭
院
殿
御

実
紀
」
寛
政
元
年
四
月
二
日
条
の
淑
姫
七
夜
祝
儀
の
記
事
に
は
、
献
上
物
に
つ
い
て
の

記
載
は
見
ら
れ
な
い（
な
お
、
二
番
目
出
生
の
女
子
は
、
翌
日
に
没
し
て
い
る
）。
た
だ
し
、

三
番
目
の
子
で
あ
る
竹
千
代
の
場
合
は
、
寛
政
四
年
四
月
、「
此
度　
　

御
誕
生
御
用

等
被　

仰
出
候
付
、
御
七
夜
献
上
之
品
、
此
度
は

4

4

4

御
旧
格
を
も
御
穿
鑿
之
上
、
可
被　

仰
出
候
」
と
の
触
が
出
さ
れ
た
う
え
で
、
翌
五
月
、
七
夜
祝
儀
献
上
物
に
つ
い
て
の
法

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
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）



将
軍
家
長
男
の
七
夜
祝
儀
に
お
け
る
刀
剣
献
上

一
三

令
が
発
令
さ
れ
た
。

〔
史
料
5
〕　
『
御
触
書
天
保
集
成
』
二
八
九
号

　
　
　
　

大
目
付
え

　

御
誕
生
御
七
夜
御
祝
儀
献
上
物

　

御
出
生
様
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
拾
万
石
以
上

　

御
産
衣
代
銀
三
拾
枚

　

二
種
千
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拾
万
石
以
上

　

御
産
衣
代
銀
二
十
枚

　

一
種
千
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
万
石
以
上

　

御
産
衣
代
銀
十
枚

　

一
種
五
百
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
万
石
以
上

　

御
産
衣
代
銀
五
枚

　

一
種
三
百
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
万
石
以
上

　

御
産
衣
代
銀
五
枚

　

一
種

（
以
下
略
）

み
ら
れ
る
と
お
り
、
今
回
は
産
衣
代
な
ど
の
献
上
を
命
じ
て
お
り
、
慣
例
と
な
っ
て

い
た
「
道
具
」
＝
刀
剣
は
献
上
物
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
法
令
の
最
後

に
、「
御
道
具
は　
　

御
宮
参
之
節
献
上
之
筈
ニ
候
、
尤
代
料
等
之
儀
は
其
節
可
相
達

候
」
と
の
箇
条
が
見
え
る
の
で
、
竹
千
代
の
宮
参
の
と
き
献
上
さ
せ
る
つ
も
り
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
結
局
、
竹
千
代
は
宮
参
が
行
わ
れ
る
前
の
寛
政
五
年
六
月
二
四
日
に

没
し
た
た
め
、
刀
剣
献
上
に
関
す
る
法
令
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。

つ
ぎ
に
、
一
二
代
家
慶
の
長
男
七
夜
祝
儀
に
お
け
る
献
上
物
に
つ
い
て
み
よ
う
。
家

慶
の
長
男
は
、
文
化
一
〇
年（
一
八
一
三
）一
〇
月
晦
日
生
ま
れ
の
竹
千
代（
た
だ
し
、
翌

一
一
年
八
月
二
六
日
没
）、
生
母
は
、
簾
中
の
有
栖
川
楽
宮
喬
子
で
あ
る
。
誕
生
二
ヵ
月

前
の
同
年
八
月
に
、
七
夜
祝
儀
献
上
物
に
つ
い
て
の
法
令
が
発
令
さ
れ
た
。

〔
史
料
6
〕　
『
御
触
書
天
保
集
成
』
四
〇
九
号

　
　
　
　

大
目
付
え

　

御
簾
中
様
御
安
産
御
七
夜
御
祝
儀
献
上
物

　

御
出
生
様
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
拾
万
石
以
上

　

御
産
衣　
　
　

一　

重

　
　
　
　
　
御
大
小
ニ
て

　

御
道
具　
　
　

三
拾
枚

　

二
種
千
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
拾
万
石
以
上

　

御
産
衣　
　
　

一　

重

　
　
　
　
　
御
大
小
ニ
て

　

御
道
具　
　
　

弐
拾
枚

　

二
種
千
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拾
万
石
以
上

　

御
産
衣　
　
　

一　

重

（
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）



将
軍
家
長
男
の
七
夜
祝
儀
に
お
け
る
刀
剣
献
上

一
四

　
　
　
　
　
御
大
小
ニ
て

　

御
道
具　
　
　

拾　

枚

　

二
種
千
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
万
石
以
上

　

御
産
衣　
　
　

一　

重

　
　
　
　
　
御
大
小
之
内
一
腰

　

御
道
具　
　
　

五　

枚

　

一
種
千
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
万
石
以
上

　

御
産
衣　
　
　

一　

重

　
　
　
　
　
御
大
小
之
内
一
腰

　

御
道
具　
　
　

三　

枚

　

一
種

但
、
五
万
石
以
上
は
一
種
千
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
万
石
以
上

　

御
産
衣　
　
　

一　

重

　

一
種

（
以
下
略
）

家
慶
の
長
男
竹
千
代
に
対
す
る
献
上
物
は
、
家
重
の
長
男
竹
千
代（
の
ち
の
家
治
）の

と
き
の
元
文
二
年
令
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
六
〇
万
石
以
上
は
三
〇
枚

の
刀
と
脇
差
、
二
〇
万
石
以
上
は
二
〇
枚
の
刀
と
脇
差
、
一
〇
万
石
以
上
は
一
〇
枚
の

刀
と
脇
差
、
六
万
石
以
上
は
五
枚
の
刀
・
脇
差
の
う
ち
一
腰
、
三
万
石
以
上
は
三
枚
の

刀
・
脇
差
の
う
ち
一
腰
、
で
あ
る
。
産
衣
も
、
一
重
ず
つ
で
同
じ
で
あ
る
。
異
な
る
の

は
、
酒
樽
の
「
一
荷
」
が
「
千
疋
」
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。

実
際
の
献
上
は
、
同
年
一
一
月
六
日
の
七
夜
祝
儀
の
際
に
行
わ
れ
た
。
各
大
名
家
は
、

西
丸
御
殿
に
使
者
を
派
遣
し
て
、
指
示
ど
お
り
の
品
物
を
納
め
た
。
対
応
し
た
の
は
、

奏
者
番
の
松
平
康
任
と
そ
の
家
来
で
あ
る
。
御
三
家
使
者
に
つ
い
て
は
躑
躅
之
間
、
加

賀
の
前
田
家
使
者
に
つ
い
て
は
檜
之
間
に
て
、
松
平
本
人
が
、
そ
の
他
の
大
名
家
使
者

に
つ
い
て
は
、
玄
関
奥
の
殿
上
之
間
次
之
間
に
お
い
て
、
松
平
の
家
来
が
対
面
し
た
。

ま
た
、
将
軍
家
斉
か
ら
竹
千
代
に
、
正
宗
の
刀（
三
〇
〇
枚
）
と
堺
志
津
の
脇
差

（
一
〇
〇
〇
貫
）、
父
の
家
慶
か
ら
同
じ
く
、
長
光
の
刀（
二
〇
〇
枚
）と
来
国
光
の
脇
差

（
三
〇
〇
〇
貫
）が
贈
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
四
腰
は
、
元
文
二
年
の
と
き
、
吉
宗
・
家
重

か
ら
家
治
に
贈
与
さ
れ
た
刀
剣
と
同
じ
品
物
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
文
化
一
〇
年

の
七
夜
祝
儀
は
、
元
文
二
年
の
そ
れ
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

な
お
、
一
三
代
家
定
・
一
四
代
家
茂
に
は
子
供
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
七
夜
祝
儀
の

際
の
刀
剣
献
上
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

お
　
わ
　
り
　
に

大
名
家
か
ら
将
軍
家
へ
の
刀
剣
献
上
に
は
、
二
つ
の
時
機
が
あ
る
。
一
つ
は
大
名
家

が
自
主
的
に
行
う
献
上
で
あ
り
、
こ
れ
は
大
名
家
の
代
替
わ
り
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、

八
代
吉
宗
が
享
保
七
年（
一
七
二
二
）に
、
特
定
の
大
名
家
を
除
き
、
停
止
し
た
。
一
方
、

幕
府
が
多
く
の
大
名
家
に
命
じ
て
刀
剣
を
献
上
さ
せ
る
儀
式
の
主
な
も
の
は
、
将
軍
の

代
替
わ
り
と
男
子
誕
生
の
と
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
将
軍
家
相
続
の
と
き
の
献
上
は
九

代
家
重
以
降
、
将
軍
宣
下
の
と
き
の
献
上
は
六
代
家
宣
以
降
、
木
製
の
作
り
太
刀
を
献

上
す
る
こ
と
に
な
り
、
形
式
化
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
男
子
、
と
く
に
長
男
が
生
ま
れ
た
際
に
は
、
幕
府
は
価
値
の
高
い
刀

剣
の
献
上
を
命
じ
た
。
し
か
も
、
儀
式
用
の
価
値
の
低
い
太
刀
で
は
な
く
、
実
用
的
な

（
7
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）



将
軍
家
長
男
の
七
夜
祝
儀
に
お
け
る
刀
剣
献
上

一
五

刀
・
脇
差
を
献
上
さ
せ
た
。
五
代
綱
吉
の
と
き
は
一
〇
万
石
以
上
の
大
名
に
刀
剣
献

上
を
求
め
て
い
た
が
、
吉
宗
の
と
き
に
は
よ
り
多
く
の
三
万
石
以
上
に
拡
大
し
、
約

二
〇
〇
腰
の
刀
剣
が
献
上
さ
れ
た
。
以
降
は
、
変
化
が
あ
っ
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は
、

こ
れ
が
長
男
誕
生
の
際
の
刀
剣
献
上
の
規
範
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
刀
剣
献
上
と
い
う
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
慣
例
・
形
式
化
し
て
い
く
将

軍
の
代
替
わ
り
よ
り
も
、
跡
継
ぎ
が
誕
生
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
将
軍
家
に
と
っ
て
重
大

事
で
あ
り
、
大
名
家
と
も
ど
も
祝
う
べ
き
慶
事
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

註（
1
）　

野
田
ゆ
り
え
「
近
世
に
お
け
る
将
軍
家
と
大
名
家
間
の
刀
剣
贈
答
」（『
聖
心
女
子
大
学
大

学
院
論
集
』
三
九
巻
一
号（
通
巻
五
二
号
）、
二
〇
一
七
年
）。
深
井
雅
海
『
刀
剣
と
格
付
け
―

徳
川
将
軍
家
と
名
工
た
ち
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）。

（
2
）　
『
徳
川
実
紀
』
五
篇
、
三
六
四
〜
三
六
五
頁
。『
同
上
』
七
篇
、
一
九
〜
二
〇

頁
、
二
八
六
〜
二
八
七
頁
。『
同
上
』
八
篇
、
一
六
〜
一
八
頁
。『
御
触
書
寛
保
集
成
』

二
四
二
・
二
六
五
・
二
六
六
号
。「
江
戸
幕
府
日
記
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）延
宝
八
年
七
月

二
一
・
二
二
日
条
、
宝
永
六
年
四
月
二
・
三
日
条
。「
年
録
」（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）正
徳
二

年
一
二
月
一
八
日
条
、
享
保
元
年
六
月
二
六
・
二
七
日
条
。
代
付
け
は
、
紀
伊
中
納
言
・
七
枚

五
両
、
尾
張
中
納
言
・
一
五
〇
貫
の
よ
う
に
、
金
と
貫
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
両
家
は
同
格
の

た
め
、
金
一
枚
＝
二
〇
貫
で
計
算
し
た
。
以
下
も
同
じ
。
な
お
、
四
代
家
綱
以
前
の
代
替
わ
り

御
礼
の
際
の
真
の
太
刀
の
献
上
に
つ
い
て
は
、
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、「
柳
営
日
録
」（
国
立
公

文
書
館
所
蔵
）の
延
享
二
年
九
月
一
六
日
条
に
よ
る
と
、「
御
代
替
御
礼
之
覚
」
の
中
に
、「
前
々

真
御
太
刀
献
上
之
面
々
、
此
度
者　
　

上
様
江
作
り
御
太
刀（
中
略
）可
有
献
上
旨
相
達
置
候
」

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
九
代
家
重
以
降
、
代
替
わ
り
御
礼
の
と
き
の
真
の
太
刀
の
献
上
は
行

わ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
将
軍
宣
下
の
際
の
刀
剣
献
上
も
、
宝
永
六
年
四
月
に

発
令
さ
れ
た
法
令（『
御
触
書
寛
保
集
成
』
二
三
四
号
）の
中
に
、「
先
日（
四
月
二
・
三
日
の
代

替
わ
り
御
礼
の
と
き
）真
御
太
刀
献
上
之
面
々
も
、
此
度
は
作
り
太
刀
可
被
差
上
事
」
と
あ
る

の
で
、
六
代
家
宣
以
降
、
真
の
太
刀
の
献
上
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）　
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
二
一
一
号
。
な
お
、「
家
綱
公
御
誕
生
記
」
に
よ
る
と
、
家
光
の

長
男
竹
千
代（
の
ち
の
家
綱
）の
七
夜
祝
儀
の
際
、
幕
府
は
、
三
万
石
以
上
・
六
万
石
以
上
・

一
〇
万
石
以
上
・
二
〇
万
石
以
上
・
三
〇
万
石
以
上
に
分
け
て
、「
腰
物
」（
刀
）か
脇
差
い
ず
れ

か
の
献
上
を
命
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
付
け
は
不
明
で
あ
る（『
古
事
類
苑
』礼
式
部
一
、

四
三
八
〜
四
三
九
頁
、
古
事
類
苑
刊
行
会
、
一
九
二
七
年
）。

（
4
）　
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
に
よ
る
と
、
慶
安
元
年
の
鶴
松
へ
の
刀
剣
献
上
以
降
、
将
軍
の
子

息
出
生
時
の
刀
剣
献
上
を
命
ず
る
法
令
が
み
ら
れ
る
の
は
、
六
代
家
宣
の
長
男
家
千
代
、
つ
い

で
、
九
代
家
重
の
長
男
竹
千
代
の
七
夜
祝
儀
の
と
き
で
あ
る
。
そ
の
他
の
将
軍
の
子
息
、
す
な

わ
ち
、
六
代
家
宣
の
二
男
大
五
郎
・
三
男
鍋
松（
の
ち
の
七
代
家
継
）、
八
代
吉
宗
の
三
男
源

三
・
四
男
小
五
郎（
の
ち
の
一
橋
宗
尹
）の
七
夜
祝
儀
の
際
の
刀
剣
献
上
は
み
ら
れ
な
い
の
で
、

長
男
誕
生
の
と
き
に
限
っ
て
刀
剣
献
上
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な

お
、
吉
宗
の
長
男
長
福（
の
ち
の
九
代
家
重
）と
二
男
小
五
郎（
の
ち
の
田
安
宗
武
）は
、
吉
宗
が

紀
州
藩
主
時
代
の
出
生
で
あ
る
。

（
5
）　
『
徳
川
実
紀
』
六
篇
、
六
五
九
〜
六
六
四
頁
、
六
七
一
頁
。『
徳
川
諸
家
系
譜
』（
続
群
書
類

従
完
成
会
、
一
九
七
九
年
）一
巻
、
五
五
〜
五
六
頁
。

（
6
）　
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
一
一
巻
、
三
八
五
頁
。『
同
上
』
四
巻
、
三
九
七
頁
。

（
7
）　
『
同
右
』
三
巻
、
二
五
五
頁
。

（
8
）　
『
徳
川
実
紀
』
八
篇
、
七
五
三
〜
七
五
七
頁
。

（
9
）　
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
五
巻
、
六
二
頁
。

（
10
）　
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
一
八
三
号
。

（
11
）　
「
元
文
二
巳
年
五
月
二
八
日
竹
千
代
様
御
七
夜
献
上
御
腰
物
留
」、『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家

譜
』
一
一
巻
、
二
二
二
頁
。『
同
上
』
一
巻
、
六
〇
・
六
一
頁
。『
同
上
』
二
巻
、
一
一
頁
。

（
12
）　
『
徳
川
諸
家
系
譜
』
一
巻
、
六
八
頁
。

（
13
）　
『
御
触
書
宝
暦
集
成
』
二
二
八
号
。

（
14
）　
『
御
触
書
天
明
集
成
』
一
四
八
号
。

（
15
）　
『
徳
川
諸
家
系
譜
』
一
巻
、
八
〇
〜
八
一
頁
。

（
16
）　
『
御
触
書
天
保
集
成
』
五
八
九
五
号
。

（
17
）　
『
続
徳
川
実
紀
』
一
篇
、
九
二
・
一
三
三
頁
。

（
18
）　
『
御
触
書
天
保
集
成
』
二
八
五
号
。



将
軍
家
長
男
の
七
夜
祝
儀
に
お
け
る
刀
剣
献
上

一
六

（
19
）　
『
徳
川
諸
家
系
譜
』
一
巻
、
一
〇
八
頁
。

（
20
）　
「
年
録
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）文
化
一
〇
年
一
一
月
六
日
条
。

（
21
）　

同
右
。

（
22
）　

天
保
期
頃
の
状
況
を
示
す
と
さ
れ
る
「
礼
献
式
」
に
よ
る
と
、
家
督
御
礼
の
際
に
刀
を
献

上
で
き
る
大
名
は
、
尾
張
・
紀
伊
・
水
戸
の
御
三
家
、
近
江
彦
根
井
伊
・
陸
奥
会
津
松
平
・
讃

岐
高
松
松
平
の
「
常
溜
」
三
家
、
島
津
家
を
除
く
国
持
一
七
家
の
他
、
伊
予
宇
和
島
伊
達
家
、

対
馬
府
中
宗
家
、
陸
奥
盛
岡
南
部
家
、
美
作
津
山
松
平
家
、
の
合
わ
せ
て
二
七
家
で
あ
る
。
な

お
、
薩
摩
鹿
児
島
島
津
家
は
、
刀
の
代
わ
り
に
鷹
を
献
じ
て
い
る（
松
尾
美
惠
子
監
修
『
学
習

院
大
学
図
書
館
所
蔵
丹
鶴
城
旧
蔵
幕
府
史
料
』
一
一
・
一
二
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
八

年
）。


